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V341a 重力波対応天体の追観測を目指した超小型GRB観測衛星における位置決定精
度の評価
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宇宙最大の爆発現象であるガンマ線バースト（GRB）の中でも、特に継続時間が短いショートGRBは、重力
波対応天体からの信号の有力な候補であると言われている。ショートGRBと重力波天体との対応を明らかにす
るためには、その発生方向を知ることが重要である。我々は、巨大な幾何学面積をもつ CsIシンチレータを用い
たガンマ線検出器を搭載した超小型 GRB観測衛星を複数打ち上げ、全天観測を行うプロジェクトを計画してい
る。距離の離れた複数個の衛星がGRBを検出した場合、それぞれの衛星の検出時刻の差からGRBの到来方向を
制限することができる。全天をカバーした精度良い位置決定を行うことで多波長での追観測が可能となる。
本研究では、Geant4 によるモンテカルロシミュレーションを用いて大型のシンチレーターを読み出す際に生じ

るガンマ線光量の位置依存性を始めとした検出器の複雑なガンマ線応答を再現したシミュレーターを開発し、光
子統計がGRBの入射方向によって変化する効果を正確に考慮した上で、到来時間差による位置決定精度の評価
を行っている。その結果、明るいGRBであれば、到来時間差をミリ秒の時間分解能で計測することで、10分角
程度の精度で到来方向が制限できることが分かった。本講演で、GRBの明るさや光度曲線の形状などが位置決定
精度に及ぼす影響や、検出器毎の検出効率を利用してさらに到来方向を制限する可能性について議論する。


